
             

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加

入
は
お
済
で
す
か
。
労
働
保
険
に
加
入

し
て
、
従
業
員
の
方
々
が
安
心
し
て
働

け
る
職
場
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ

ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課 

電
話
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１ 

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所 

   

▼
資
格 

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成

25
年
４
月
１
日
現
在
） 

▼
受
付 

平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）
～
平
成

25
年
１
月
７
日
（
月
） 

※
電
話
連
絡
等
に
よ
り
広
報
官
が
対
応

し
ま
す
。 

▼
試
験
日 

 
平
成
25
年
１
月
19
日
（
土
） 

▼
試
験
会
場 

 

陸
上
自
衛
隊
名
寄
駐
屯
地 

▼
身
分 

 

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
） 

※
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
居
住
場
所 

 

神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
２
―
１

（
武
山
駐
屯
地
） 

▼
高
校
教
育 

 

神
奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館
高
等
学
校

（
通
信
制
）
に
入
学
し
、
生
徒
過
程

修
了
後
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
休
日 

 

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
等 

▼
手
当 

生
徒
手
当
…
月
額
９
４
＊
９
０
０
円 

 

期
末
手
当
…
年
２
回
（
６
月
、
12
月
） 

▼
待
遇 

 

宿
舎
料
無
料
、
食
事
・
制
服
類
・
寝

具
は
支
給
又
は
貸
与 

※
そ
の
他
、
詳
し
い
資
格
・
条
件
等
は
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45
（
公
園

通
り
） 

 

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

名
寄

出
張
所 

 

電
話
０
１
６
５
４
―
２
―
３
９
２
１ 

※
受
験
申
込
み
は
、
剣
淵
町
総
務
課
で 

 

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

                

   

あ
な
た
の
借
金
の
お
悩
み
を
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
旭
川
弁
護
士
会
の

弁
護
士
が
対
応
い
た
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
ご
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。 

 

12
月
３
日
（
月
）
は
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
、
12
月
４
日
（
火
）

か
ら
７
日
（
金
）
は
、
午
後
１
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

▼
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

０
１
６
６
―
51
―
９
５
２
７ 

 

（
旭
川
弁
護
士
会
） 

  

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」
で
す
！ 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一

般
）
募
集
に
つ
い
て 

「必ずチェック 最低賃金！使用者も労働者も」 

北 海 道 最 低 賃 金 

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で

働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アル

バイト等含む）に適用される北海道最低賃金（地

域別）が次のとおり改定されました。 

最低賃金額  時間額７１９円 

効力発生年月日  平成２４年１０月１８日 

厚生労働省 北 海 道 労 働 局   

労働基準監督署(支署) 

 

借
金
お
悩
み
電
話
相
談
に
つ
い
て 



   ▼
日
時 

平
成
24
年
12
月
14
日
（
金
） 

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
15
分 

▼
場
所 

旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目 

旭
川
地

方
・
家
庭
裁
判
所
１
号
法
廷 

▼
内
容 

裁
判
員
制
度
説
明
会
及
び
裁
判
員

裁
判
法
廷
見
学
会(

後
半
の
15
分
間

は
裁
判
員
裁
判
法
廷
見
学
会
を
行

い
ま
す)

 

▼
定
員 

 

48
人(

申
込
み
先
着
順
で
お
受
け
い

た
し
ま
す)

 

▼
説
明
会
講
師 

 

裁
判
官
等 

▼
お
申
込
み
先 

 

旭
川
地
方
裁
判
所
総
務
課
文
書
係 

 

電
話
０
１
６
６
―
51
―
６
２
５
５ 

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

       

                              

 

平
成
24
年
度
剣
淵
町
青
少
年 

健
全
育
成
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果 

 

最
優
秀
賞 

 

気
づ
い
て
ね 

あ
な
た
は
絶
対 

１
人
じ
ゃ
な
い 

 

（
中
３ 

宍
戸 

美
咲
） 

優
秀
賞 

 

た
す
け
よ
う 

い
じ
め
ら
れ
る
子 

い
じ
め
る
子 

 

（
小
５ 

加
藤 

誠
也
） 

 

あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
で 

笑
顔
咲
く 

 

（
中
２ 

小
西 

瑠
微
） 

 

君
の
声 

悩
む
今
こ
そ 

聞
か
せ
て
よ 

 

（
高
２ 

米
澤 

智
貴
） 

優
良
賞 

 
い
じ
め
を
ね 

や
め
て
作
ろ
う 

心
の
わ 

 

（
小
４ 

宍
戸 

快
世
） 

 

友
達
は 
だ
れ
も
が
も
っ
て
る 

宝
物 

 

（
中
３ 

五
十
嵐 

慎
平
） 

 

決
め
る
の
は 
自
分
自
身
の 

強
い
気
持
ち 

（
高
１ 

斎
藤 

玲
音
奈
） 

佳
作 

 

な
な
に
ん
で 

ど
ん
ど
ん
ふ
や
す
お
と
も
だ
ち 

め
ざ
す
は
35
人
だ
よ  

（
小
１ 
谷
口 

諒
空
） 

 

声
か
け
て 

気
持
ち
は
絶
対 

届
く
は
ず 

 

（
中
３ 

井
下 

穂
乃
香
） 

 

一
言
が 

希
望
の
光
を 

作
り
出
す 

 

（
高
３ 

新
田 

優
希
） 

北
海
道
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
小
さ
な
農
村
・
剣
淵

町
に
映
画
の
撮
影
隊
が
や
っ
て
く
る
と
聞
き
、
本
当

に
く
る
の
？
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
５
月

24
日
、
実
際
に
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
撮
影
隊
が
剣

淵
町
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
驚
く
と
同
時
に
そ
の
日

か
ら
は
慌
し
い
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

剣
淵
町
に
と
っ
て
、
一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か

の
映
画
撮
影
。
ま
し
て
や
主
人
公
は
俳
優
の
大
地
康

雄
さ
ん
と
絵
本
の
里
剣
淵
町
・
・
・
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
映
画
撮
影
の
日
々
は
、
炊
き
出
し
や
差

し
入
れ
、
エ
キ
ス
ト
ラ
等
映
画
に
関
わ
っ
た
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 

驚
い
た
こ
と
は
、
美
術
ス
タ
ッ
フ
の
芸
の
細
か

さ
。
例
え
ば
、
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
「
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
シ
ー
ン
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
撮
影
の
た
め
だ
け
に
看
板
・
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
デ
ザ
イ

ン
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
誰
も
気

が
つ
か
な
い
の
で
は
？
と
思
う
よ
う
な
場
所
で
も

装
飾
を
し
て
い
た
こ
と
に
、
撮
影
隊
の
映
画
に
対
す

る
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

８
月
４
日
、
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
剣
淵
町
で
の

最
後
の
撮
影
を
終
え
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、
改
め

て
剣
淵
町
民
の
た
く
ま
し
さ
や
底
力
を
頼
も
し
く

感
じ
た
ロ
ケ
で
し
た
。
今
後
は
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」

が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
、
剣
淵
町
が
有
名
に
な
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ

ん
と
大
声
で
「
乾
杯
」
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

（
経
済
課
商
工
観
光
室
） 

裁
判
員
制
度
説
明
会
及
び
裁
判
員
裁

判
法
廷
見
学
会 


